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はじめに
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 新型コロナウイルスの感染拡大にともない世界的に経済が停滞する中で、中

小企業を中心に資金繰りのひっ迫や与信への不安増大が課題となっている

 このような状況下で、従来型金融サービスに加えて、新興型金融サービス

（フィンテック）が注目を集めている。例えば、資金調達の方法としてはオンライ

ンレンディングやファクタリングといった手法が注目を集め、与信不安に対して

は売掛保証など未回収リスクをアウトソースする手法が注目を集めている

 本レポートでは、こうした新興型金融サービスをBtoBフィンテックと定義し、

各々の主要プレイヤーについてまとめている。各種サービスの特徴を整理す

ることで、業界を理解する一助としたい。また、今後のWithコロナ、Afterコロナ

の環境下での金融サービスの動向に関する見解を述べる
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本資料の流れ

I. コロナ禍で企業が抱える課題

II. 注目されるフィンテックサービス

III. 主要プレイヤーの動向

IV. Withコロナ・Afterコロナにおける展望
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新型コロナウイルスの国内経済への影響
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 新型コロナウイルスの影響で、国内経済は大きな打撃を受けており、その影響は法人目線でも消費者目線でもリーマン
ショックに匹敵するほどとなっている

法人目線での景気動向（DI指数の変化*1 ） 消費者目線での景気動向（1ヶ月あたり家計支出額推移）
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出所： 日本銀行「短観（2008年3月~2020年6月）」

注： *1. DI指数とは、景気動向の方向性を示す指数であり景気を先取りして動く「先行指数」と、景気とほぼ一致して動く「一致指数」、景気に遅れて動く「遅行指数」の3つの系列に分類される28
の指数から算出される

リーマンショック 新型コロナウイルス
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企業の課題 －資金繰りの悪化
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 その結果、国内では、資金繰りが悪化している企業が増加している

‒ 政府による資金繰りを補助する動きもあるが、新型コロナウイルスの影響の長期化にともない状況は悪化している

資金繰り判断指数*1の推移 資金繰り支援策例（日本銀行新施策）
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中小企業等の資金繰り支援のための

「新たな資金供給手段」の導入

 概要

– 貸付先が報告する適格融資の残高を限度に、共通担保を

担保として、期間１年以内、利率ゼロ%で資金供給を行う制

度であり、上限額は30兆円

 その他備考

– 上記施策は、CP・社債等の買入れ（残高上限：約20兆円）

新型コロナウイルス感染症対応金融支援特別オペ（資金供

給の対象：担保として差入れられている民間債務約25兆

円）とともにおこなわれ、3施策合わせた総枠は75兆円

出所：日本銀行「短観（2019年3月~2020年6月）」、プレスリリース（2020年5月22日）

（単位：「楽である」-「苦しい」 %ポイント）

（月）

注： *1. 資金繰り判断指数とは、回答企業の（１）手元流動性水準、（２）金融機関の貸出態度、（３）資金の回収・支払条件などを総合した資金繰りについての判断結果に基づく指数であり、「最
近の状況」のみを調査したものの推移である
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企業の課題 －与信不安の拡大
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 当社独自のアンケートでも、売掛金の回収（≒取引先の資金繰り状況）に不安を感じている企業が7割近くによるにもか
かわらず、特に対策を取っていない企業が6割以上である

売掛金の回収について

（回答数：2,113企業）

はい

67.2%

(1,420)

32.8%

(693)

いいえ

売掛金の未回収に対して不安を感じますか？

出所：インフォマート独自アンケート調査（2020年9月実施）

コロナ感染拡大による景況感の悪化により、
取引に関わる未回収リスクなどに対して、
どのような対策をとっていますか？

6.9%保証・保険などリスクをアウトソース

保証金を求めている

現金での支払いまたは

前金での決済を求めている

その他

クレジットカード決済を求めている

特に手を打っていない 61.1%

5.2%

25.6%

3.9%

9.4%
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企業の課題に対する対策
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 本レポートでは、資金繰りの悪化への対応策としてオンラインレンディングとファクタリング、取引先の信用不安への対応
策として売掛保証と取引信用保険、掛売決済に着目する

対策例企業課題 概要

資金繰り
の悪化

資金調達

融資

銀行融資

オンライン
レンディング

ファクタリング

税制優遇

補助金／助成金

与信管理の強化

売掛保証

取引信用保険

与信不安
の拡大 未回収

リスクの
解消

 事業を行うために金融機関からお金を借りること

 融資には厳正な審査が設けられており、時間がかかる

 オンライン上で全ての手続きが完結する融資サービス

 スピーディーに融資を受けられるメリットが注目されている

 企業から売掛債権を買い取り、売掛債権の管理や回収を
行う金融サービス。売掛債権の早期現金化が可能となる

 要件を満たした事業者については通常とは違う課税措置
が取られる制度

 国や地方公共団体が事業者に対して、原則返済不要な
お金を支給してくれる制度

 取引先の情報を収集・分析し、取引先の信用力やその動
向を予測・分析することで、販売代金を回収できるよう管理

 売掛金の未回収が起きたときに、損害を補填するサービス

‒ あらかじめ保証金額を審査の上、設定

 売掛金の未回収が起きたときに、損害の一定割合を保険
金として支払いするサービス
※古くからあるサービスだが、売掛保証との比較の為に記述

支援制度

与信管理

掛売決済
 与信から請求書発行、督促までの決済のすべてのプロセ
スを代行するサービス
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特集レポート一覧はこちら ▶

SAMPLE版はここまでです。

“業界チャネル 特集レポート“とは、

経営コンサルタントの目線で特に伸びているビスネスに注目して分析。
その成功の鍵や今後に言及し、「打ち手」を導出します。

続きは、業界チャネル 特集レポート にてご覧ください。

https://b2b-ch.infomart.co.jp/report/feature/list.page?utm_source=sprpt088&utm_medium=pdf

